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第 26回（2015年度）タカシマヤ文化基金受賞者決定 

 

 公益信託タカシマヤ文化基金運営委員会において、第 26 回（2015 年度）タカシマヤ美術賞受賞およ

び助成団体が決定いたしました。本年度の美術賞受賞者は、現代美術の青野文昭さん、竹工芸の田辺小

竹さん、陶芸の藤笠砂都子さんの 3 名。受賞団体は、「公益財団法人 せたがや文化財団（世田谷美術館）」、

「公益財団法人 東京都歴史文化財団 東京都写真美術館」、「町田市立国際版画美術館」の 3 団体です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ．『タカシマヤ美術賞（助成金 各 200 万円）』 

● 青野 文昭 ＜現代美術＞ 

1968 年宮城県仙台市に生まれる。1992 年国立大学法人宮城教育大学大学院美術教育科終了、1999

年宮城県芸術選奨・新人賞（洋画）、2005 年宮城県芸術選奨（彫刻）、2013 年ヴァーモントスタジオ

センターフェローシップ・滞在制作（Vermont Studio Center Fellowships for Artists and 

Writters アメリカ・ＶＳＣ）。主な個展は 1997 年「なおす、無縁-有縁」宮城県美術館県民ｷﾞｬﾗﾘ （ー仙

台）他、2015年『パランプセスト-記憶の重ね書き』gallery αM（東京）等。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なおす・代用・合体・浸入・連置（震災後東松島で収集した車の復元 2013-1） 

あいちトリエンナーレ 2013展示会場より 

タカシマヤ文化基金について 

 弊社はこれまで、豊かな生活文化の創造に貢献するため、「生活に美を、潤いを」を標榜、明治

42 年に美術部を創設し、和・洋問わず芸術作品を世に紹介して参りました。 

近年国際化や情報化の進展に伴う社会環境の変化により、精神的・文化的な豊かさがより求めら

れるようになる中、弊社は有能な作家の発掘支援と豊かな芸術文化の創造をめざし、平成 2 年に

「公益信託タカシマヤ文化基金」を設立し、新鋭作家個人への助成、および美術文化の発展に寄

与した団体への助成を行っております。毎年「タカシマヤ美術賞」として作家個人には 200 万円、

そして団体に対しましては総額 200 万円を上限とした支援を行っています。 



● 田辺 小竹 ＜竹工芸＞ 

1973 年大阪府堺市に三代田辺竹雲齋の次男として生まれる。1999年東京芸術大学美術学部彫刻科

卒業。2002年個展「Connection」 NY Cortland Jessup Gallery(USA)、2006年「Golden week on 

Japanese Art」招待出品・講演/シアトルアジア美術館（USA）他、2015 年フランス迎賓館 La Celle 

Saint-Cloudにて竹のインスタレーション制作、個展 Mingei Japanese Arts,（フランス・パリ）開

催等。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

円相 2015  

Photographer：Tadayuki Minamoto 

 

● 藤笠 砂都子 ＜陶芸＞ 

1980 年山口県に生まれる。2005 年東京藝術大学工芸科陶芸専攻卒業、2007 年東京藝術大学大学院

工芸科陶芸専攻修了、2007年～2009年東京藝術大学工芸科研究生。主な個展は 2007年藤笠砂都子展

-陶のストリーム（INAX ｷﾞｬﾗﾘｰ）他、2015年 Form in Motion :Sculpture by Fujikasa Satoko (JOAN 

B MIRVISS LTD/New York)等、2009 年第 5 回韓国京機道世界陶磁ﾋﾞｴﾝﾅｰﾚ特別賞、第 29 回長三賞現代

陶芸展 長三大賞、2010年現在形の陶芸 萩大賞展 2010 萩大賞。 

          

  

 

 

 

 

飛天 2015 撮影・矢野雅也                                                                      



Ⅱ．『団体への助成（助成金 ３団体で２００万円）』 

●公益財団法人 せたがや文化財団（世田谷美術館） 

メキシコ 20世紀写真の父ともよばれる写真家マヌエル・アルバレス・ブラボの、わが国で初めて

の体系的な回顧展とシンポジウムを開催。メキシコ独自の歴史的・文化的背景を理解しながら、場所

と時代を超えて共感を生み出す写真の魅力についても考察。 

 

●公益財団法人 東京都歴史文化財団 東京都写真美術館 

  開館 20周年を記念した映像展（国際展）として、タイ出身のアピチャッポン・ウィラーセタクン

個展と国際シンポジウムを開催しアジアと日本の映像文化を考察。同時にタイの現代社会に関る移民

や格差、政治など、作品背景にある社会問題についても深く掘り下げる機会とする。 

  

●町田市立国際版画美術館 

  2012 年以降版画家兼版画史研究者でもあった小野忠重氏ご遺族より寄贈を受けた近代日本版画、お

よび資料を再整備し今後シンポジウムの開催を予定。小野忠重コレクションの周知を図るとともに、

その意義や美術史研究のあり方を見直す議論の場を創出。 

 

 

以上 


